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3. 中間取りまとめの目的 

中間取りまとめは、これまでの専門家会議で集められた各種データや議論・検討された内容
をもとに、現時点において最善と判断される取り組むべき施策や方向性を整理したものである。
中間取りまとめは、今後、天塩川における具体的な魚類等の連続性確保及び生息環境の保全に
向けた川づくりに係る個々の施策を、計画段階から実施に向けて検討する際に活用されること
を目的として作成した。また、この天塩川流域における河川環境が流域住民にも広く周知され
ることにより、市民団体や地域住民とともに実施する教育活動や環境保全活動など、より良い
河川環境に向けた取り組みについて更なる連携や協働が図られることもこの中間取りまとめの
作成目的である。 
なお、この中間とりまとめは今後の専門家会議での議論、検討及び新たな知見等により適宜

変更するものである。 
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 開拓が始まる明治時代の天塩川は、蛇行して氾濫を繰り返す原始河川であり、ハルニレや
ヤチダモといった河畔林が繁茂し、チョウザメが多数遡上していた。 
天塩岳から名寄盆地に至る天塩川本川上流部は、山間部から岩尾内ダムを経て、流域及び

道北地域の中心都市である士別市及び名寄市へと流れる急流河川である。山地部では林業が
営まれ、名寄盆地を中心とした広大な平地部では稲作や畑作が行われている。山間の渓流で
は瀬と淵が形成され、水際にはヤナギ類を中心とした河畔林が広がっている。本支川にはサ
ケ・サクラマスが遡上し、広く自然産卵が行われている。 
名寄盆地から中川町に至る中流部のうち、音威子府狭窄部よりも上流は河床勾配が比較的

急であり、山間の平野を蛇行しながら流れている。また中流部には天塩川の名前の由来とも
なった露岩地形である「テッシ」が特に美深地区までに多く存在している。美深付近は我が
国の稲作北限地帯に位置し、それより下流では畑作や酪農が営まれており、高水敷は採草放
牧地としても利用されるなど、この北限地帯を境に営農及び水利用の形態が異なる。河川周
辺には自然短絡や治水事業として実施した捷水路工事による多くの旧川（三日月湖）が残さ
れており、この旧川を活用した美深町の親水公園では、昭和の初期まで天塩川に数多く遡上
していたチョウザメの増殖研究が行われている。河岸には、主にヤナギ類、一部ヤチダモ、
ハルニレ等が群落を形成しており、連続した河畔林が多様な河川環境を創出している。本支
川にはサケ・サクラマスが遡上しており、美深地区等ではサケの自然産卵が行われている。 
下流部は、泥炭地が分布し、天塩川は大きく蛇行しながら緩勾配で流下し、幌延町で問寒

別川を、河口付近でサロベツ川を合流している。沿川には、旧川が多く残されている。本支
川では、サケ・サクラマスが生息しているほか、イトウも確認されている。下流域では、天
塩平野、サロベツ原野など広大な平地を利用した畑作と酪農が営まれており、汽水域である
本川下流やサロベツ原野のパンケ沼では、シジミ漁が盛んであり、地域の重要な産業となっ
ている。 
天塩川は、優れた自然と、流域 11市町村の広域連携会議や市民団体等による様々な活動や

官民一体の幅広い取り組みが評価され、平成 16年 10月に「北海道遺産」に選定されている。 
 
２）人と魚との歴史的な係わり 3) 
歴史的に人と川との係わりの記述について一番古いものは、アイヌ民族に関するものであ

る。アイヌの人は農耕をほとんど行わず、サケ・マス類を中心とした魚類、鹿肉を中心とし
た肉類、山菜類や木の実が主な食料で、生食用以外は主に乾燥して保存食用としていた。天
塩川の内陸部は、他地域では通年の食料となる鹿が、冬は多雪でいなくなるため、越冬用の
食料は秋のサケ漁に頼っていた。（新名寄市史）また、天塩川筋にアイヌ語の地名が多く残っ
ているのをみても、この地方がアイヌの人にとって重要な生活圏であったことがわかる。（中
川町史） 

アイヌの人と丸木舟

※「天塩川・智恵文智東スポーロの滝・名寄市」明治 31 年撮影

「太陽第 4巻 22 号」・（明治 31 年）・博文館 
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km2 m3/s m3/s m3/s m3/s

 2,899.2 141.71 81.15 52.62 30.54

 695.2 26.34 12.76 6.74 3.88
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⑦カワシンジュガイ類
 我が国に生息するイシガイ目カワシンジュガイ科に属する淡水二枚貝は、最近までカワ
シンジュガイ１種とされてきた。平成 17年にコガタカワシンジュガイが新種記載 5)されて
から、道東の河川では、カワシンジュガイ（絶滅危惧Ⅱ類）とコガタカワシンジュガイ（絶
滅危惧Ⅰ類）が普通に同一河川に生息していることが明らかになり、天塩川流域でも、平
成 8 年にカワシンジュガイ類が確認され、平成 20 年にこの一部がコガタカワシンジュガ
イであることが確認された 6)。 
カワシンジュガイとコガタカワシンジュガイの宿主特異性は明確であり、カワシンジュ

ガイはヤマメに、コガタカワシンジュガイはアメマスに寄生する 7)。このため、天塩川流
域のほぼ全域で生息が確認されるヤマメに寄生するカワシンジュガイは天塩川の本支流
で確認されており、コガタカワシンジュガイが寄生するアメマスは、本川よりも上流の各
支流にて生息が確認されており、コガタカワシンジュガイとアメマスの生息域には類似性
が見受けられる。 

 
 

図-15 アメマスの生息確認箇所図 
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アメマスが確認された支川及びダム

・天塩川流域では、支川や岩尾内ダム（ダム湖内）
でアメマスの生息を確認している。 

・52河川中21河川で確認 

出典：平成 元年度 天塩川サンルダム実施計画調査の内水中生物調査業務報告書 
   平成 ２年度 天塩川サンルダム実施計画調査の内水中生物調査業務報告書 
   平成 ３年度 天塩川サンルダム実施計画調査の内水中生物調査業務報告書 
   平成 ４年度 天塩川サンルダム実施計画調査の内水中生物調査業務報告書 
   平成 17 年度 天塩川サンルダム建設事業の内魚類生息調査検討業務報告書 
   平成 18 年度 天塩川サンルダム建設事業の内魚類生息調査検討業務報告書 
   平成 19 年度 天塩川サンルダム建設事業の内水産資源保全方策検討業務報告書 
   平成 20 年度 天塩川上流水産資源保全方策検討業務 
   平成 18 年度 天塩川水系魚類環境調査検討業務報告書 
   平成 ２年度 岩尾内ダム生息魚類相調査報告書（河川水辺の国勢調査） 
   平成 ４年度 直轄堰堤維持の内岩尾内ダム水辺の国勢調査検討業務報告書 
   平成 ５年度 直轄堰堤維持の内岩尾内ダム自然環境調査業務報告書 
   平成 ８年度 直轄堰堤維持の内岩尾内ダム水辺の国勢調査 
   平成 13 年度 直轄堰堤維持の内岩尾内ダム自然環境調査報告書 
   平成 18 年度 直轄堰堤維持の内岩尾内ダム自然環境調査業務報告書 
   平成 ８年度 天塩川・留萌川水辺の国勢調査業務 
   平成 13 年度 天塩川上流 河川水辺の国勢調査業務 
   平成 18 年度 天塩川上流 河川水辺の国勢調査業務 
   平成 18 年度 天塩川水辺環境調査外業務報告書 
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６）サンルダムによるサクラマス産卵床への影響と保全
サンルダムが出来ることにより、ダムの湛水でサクラマス産卵床へ影響を及ぼすことと

なる。平成 17年、19年、20年にサンル川全体での産卵床調査を実施しており、その結果
からダム湛水によって影響を受ける常時満水位以下の産卵床の割合は、サンル川全体の
2％～7％となる。また、魚類対策として計画している分水施設（ 5-4.2）サンルダムにお
ける魚道の整備を参照 ）よりも下流でダム湖に流入する支川も同様に影響を受けるとし
た場合、その割合は 12％～14％となる。 
なお、産卵床数に代えて遡上可能延長を用いた場合、常時満水位以下の産卵床が影響を

受けるとした場合の割合は 7％、分水施設下流で流入する支川の産卵床も影響を受けると
した場合の割合は 17％となる。 

移植後のモニタリング調査状況

図-42 サンル川流域サクラマス産卵床確認位置図 

総産卵床確認数 4,639箇所…① うち、常時満水予定域における確認数 334箇所…② ②/① 7.20％
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７)河川へのゴミ等流出への配慮 
降雨・融雪等の増水時に流域からゴミや流木等が河川に流出し、河口部や海域の漁場に到
達し、河岸や海岸への堆積やゴミ等が漁網に引っかかったり、流木が漁船に衝突するなどの
漁業被害をもたらしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ゴミ等の海岸堆積状況         ゴミ等による漁網被害状況 
 

現在天塩川では、河川美化のため河川愛護月間（7 月）等を通して地域住民、市民団体、
関係機関と連携した一斉清掃を実施し、カヌーによる川の中からの清掃も行われている。河
川敷地内へのゴミ等の不法投棄に対しては、ゴミマップを作成し不法投棄を抑制する啓蒙活
動も行い、河川巡視による撤去や悪質な行為については関係機関への通報などの対策が講じ
られている。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
河川清掃活動（天塩川） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天塩川水系ゴミマップ
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また出水後には河川巡視が行われ、河川敷地内における倒木や流木が処理されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

倒木処理前                   倒木処理後 
 

今後に向けては、河川巡視を強化することにより、ゴミや流木等をこまめに撤去し、下流
河川に流出しないように努めるとともに、各関係機関と連携し流域住民に対し、不法投棄の
撲滅に向けた啓蒙活動を強化していく必要がある。更に、ゴミや流木等は流域内から発生す
ると考えられるため、天塩川流域の各関係機関に河口部や海域での被害の状況を周知し、ゴ
ミや流木等の発生を減らす協力要請を行う必要がある。 
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5. 天塩川流域における魚類の移動の連続性 

5-1. はじめに 
 天塩川では、サケ、ヤチウグイ、イトウなど多様な魚類が生息しているほか、サクラマス
が上流まで遡上し産卵するなど、自然豊かな河川環境が残されている。 
 一方、流域内には頭首工のほか、支川に落差工や砂防えん堤などが多数設置され、魚類の
移動を阻害している状況にある。 

 
このため、関係機関と調整・連携したうえで、これら河川横断工作物に魚道を整備し、更

に既設魚道の適切な維持管理を地域住民や関係機関と連携して取り組むなど、天塩川全体が
地域の財産として引き継がれるよう、サクラマス等が継続的に再生産できる環境に改善する
必要がある。 
また、天塩川流域においては、サクラマスが遡上し産卵床が広い範囲で確認されている。

サンル川においてもサンルダム建設にあたっては魚道を設置し、ダム地点において遡上・降
下の機能を確保することにより、サクラマスの生息環境への影響を最小限にする必要がある。
流域に広く生息し、ダム湛水地にも生息しているカワシンジュガイ類については、専門家の
意見を聞きながら適切な場所へ移植を行い、生息環境を確保する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
サンルダムや水系内での魚道の整備や改善の実施にあたっては、詳細かつ専門的な知見か
らの検討が必要なことから、専門家会議の議論を踏まえ実施に向けた具体的な検討やモニタ
リングに向けた指導・助言を受けることが望ましい。 
 
 

サクラマス（ヤマメ） 頭首工 落差工

図-44 サンルダム本体イメージ図
サンル川におけるカワシンジュガイ類 
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 天塩川水系では、河川延長が 3.5km 以上の支川が 412 河川有り、治山・治水・砂防・利水
の目的から 1,138 箇所の横断工作物が存在し、この内、遡上障害となる横断工作物が 414 箇
所となっている。412 支川の河川総延長は 3,109km であり、この内遡上困難な施設より上流
の河川延長は 975km となっており、支川の約 1/3 は人為的影響により魚類の生息に影響を及
ぼされているといえる。 
 

図-47 天塩川水系における横断工作物と遡上区分 

天塩川第一頭首工魚 道

天塩川水系 横断工作物と遡上区分

サクラマス親魚が遡上可能な 
河川横断工作物等の落差と水叩部水深の関係

落差 (m)

0.
00
0.
05
0.
10

0.
15

0.
20
0.
25

0.
30

0.
35

0.
40

0.
45

0.
50

0.
55

0.
60

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.
00
0.
05
0.
10

0.
15

0.
20
0.
25

0.
30

0.
35

0.
40

0.
45

0.
50

0.
55

0.
60

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

※1 落差が小さく水叩き水深がほとんどない場合、増水時 
に遡上可能となる。 

※2 増水時はこの関係によらず、遡上可能となることがある。

凡  例 
【 横断工作物の区分 】 

遡上可能（魚道あり、又は魚道なしで落差小）

遡上困難（魚道なしで落差大） 

【 河川の区分 】 

横断施設がなく遡上可能な河川（現状） 

横断施設があるが遡上可能な河川（現状）

遡上困難な施設より上流の河川（現状） 

サロベツ川 

天塩川 
問寒別川

雄信内川 

天塩川

安平志内川

天塩川
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サンル川 

名寄川 

剣淵川
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 なお、遡上が可能か困難かの判断は、遡上能力が高いサクラマス親魚を基本とし、プール
深さ（図-55では水深に対応）と跳躍高さ（図-55では落差に対応）との関係に基づき行って
いる。従って、遊泳能力の低い魚（底生魚を含む）及び甲殻類の遡上については考慮されて
いない。また、遊泳しながら遡上可能であるのかを判断しているわけではない。さらに、降
河環境についても考慮されていない。これらのため、多様な水生生物の連続性を確保するた
めの具体的な取組みの際には、各施設の状況に応じて詳細な検討が必要不可欠である。 
 また、既設魚道においても土砂埋設、流木による閉塞、河床低下による落差の拡大が生じ
るなど、遡上困難な施設が存在することから、日頃から維持管理を行い、恒常的に構造的な
問題がある場合は必要に応じて根本的な改善を図る必要がある。 
 
 
 

ペンケサックル川（音威子府村） 美深パンケ川（美深町）

着工後 着工後

着工前 着工前

図-48 旭川土木現業所における移動経路の確保に向けた取り組み 
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5-4. 天塩川流域における魚道整備と維持管理 

１）既設横断工作物への魚道整備の推進
天塩川水系における既設横断工作物へ魚道を整備するにあたり、遡上障害となる横断工作

物が 414箇所あり、全ての横断工作物に魚道を設置するには膨大な時間を要することとなる。
このため、効果的かつ効率的に魚類の生息環境を改善するために魚道を整備する施設を抽出
し、魚道を整備する必要がある。 

    そのための第 1の観点としては、魚道整備により遡上可能な河川延長が長い施設を抽出す
ることが考えられる。一方、抽出した施設の上流環境が魚類の生息環境に適しているか否か
（農業排水のコンクリート水路等）を事前に確認しておく必要がある。 

    第 2の観点は、環境面からイトウが生息している様な自然環境が残されている河川や、保
護水面河川の様に釣りなどの人為的な行為の規制が掛かっている河川にある横断工作物は
優先的に魚道を整備するべきである。また、既に遡上困難な施設の上下流にてヤマメ等の生
息密度調査や産卵床調査が行われ、施設の上流環境が魚類の生息に適していることが確認さ
れている箇所については対象施設として抽出するべきである。 

    第 3の観点としては、各関係機関での事業に合わせて魚道の整備を実施予定している施設
については抽出対象となる。 

    以上の観点から抽出されたのが以下の施設整備案であり、遡上困難な 111施設に魚道を整
備することにより、遡上可能な河川延長は 523kmとなる。これは、遡上困難な約 3割の施設
で魚道整備を図ることにより、遡上困難な移動距離の約 5割を移動可能にすることが出来る
こととなる。 

    更に、水深と落差の関係（図-47 参照）から遡上可能と判断されたものの、魚道が設置さ
れていない施設についても、魚道を設置することにより遡上しやすくなる施設の改善箇所も
39箇所抽出され、遡上可能延長が 157kmとなっている。 
 

改善延長・事業実施予定・環境面からの効果的な施設（重複箇所を除く全体数）
65河川、150箇所→遡上可能延長680km

遡上困難な施設改善111箇所→遡上可能延長523km
　 より遡上し易い施設改善39箇所→遡上可能延長157km

各関係機関が施設整備に関する共通認識を持ち、連携・調整を図りつつ施設整備に努める。（平成20年10月第10回関係機関連携会議）
（施設整備案は今後見直し修正されることがある）

遡上困難な横断施設　172河川414箇所
　→遡上可能延長975km
　　　　　　　　↓
効率的な整備～改善延長5km以上/箇所 24河川
　29箇所→遡上可能延長389km
　　　　　　　　↓
改善施設上流の河川形態（Aa型～Bb型）
による環境確認
　　　　　　　　↓
　23河川,28箇所→遡上可能延長384km

改善延長からの整備

○優先整備河川〈　環境面からの整備①　〉
  ・保護水面河川2水系
   （パンケナイ川、美深パンケ川）
  ・イトウ生息河川4水系
   （サロベツ川、問寒別川、物満内川、
　   パンケオートマップ川）
　　32箇所→遡上可能延長71km

○環境調査（生息密度調査等）実施43河川
　〈　環境面からの整備②　〉
　　　　　　　　　↓
   施設（魚道無し、農業ダムは対象外）
　上流でヤマメが確認されていない14河川
　　　　　　　　　↓
   施設上流の河川形態（Aa型～Bb型）による
　環境確認14河川
　　24箇所→遡上可能延長101km

環境面からの整備

・砂防えん堤5河川
 （銅蘭川、トヨマナイ川、新生川、ヌプリシロマナイ川、
    朝日六線川）
   22箇所→遡上可能延長17km

・上川北部森づくりセンター実施予定　2河川
  （美深パンケ川、大手沢川）
　3箇所→遡上可能延長9km

・上川支庁事業実施予定河川　24河川
  （剣淵地区・天塩川地区）他
  ～遡上困難な施設改善～
     24箇所→遡上可能延長163km
  ～より遡上し易い施設改善～
  　39箇所→遡上可能延長157km
　［・風連20線堰堤～　遡上可能延長約170km］

事業実施予定の河川

対象河川～流域全体　支川412河川
河川総延長　3,109km、総施設数1,138箇所

図-52 優先整備施設選定のフロー図 
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上川北部森づくりセンターにおいては、平成 17年度から平成 20年度まで鬼刺辺川において谷
止工や床固工への魚道整備を行っており、引き続き美深パンケ川支川右の沢川や大手沢川支川ポ
ンオテレコッペの沢において魚道の整備が予定されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上川支庁では、魚類の移動に支障となっている農業利水施設（頭首工、取水堰等）に魚道を整
備することを目的に調査及び整備構想策定を行うため「魚を育む流れづくり推進対策事業」（ソ
フト事業）を実施している。平成 19年度から平成 20年度まで、名寄市から上流の「天塩川地区」
で本事業を実施しており、引き続き「剣淵川地区」「名寄川地区」において実施する予定である。
今後、本事業による整備構想に基づき、魚道を整備するための事業（ハード事業）に着手される
ことが望まれる。 

図-54 魚を育む流れづくり推進対策事業（上川支庁） 
 

鬼刺辺川（谷止工）H19魚道整備 

風連別川（風連別川補助線頭首工） 初茶志内川（弥生頭首工） 金川（館野頭首工） タヨロマ川（名寄幹線頭首工）

大手沢川 治山えん堤 
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２）サンルダムにおける魚道の整備
サンル川には回遊魚としてサクラマスが遡上・降河することから、ダムが建設された場合

でも遡上・降河できる環境を確保することが求められている。 
北海道内においてダムに整備された魚道の例として、二風谷ダムや美利河ダムの事例が挙

げられる。二風谷ダムの場合は、魚道上流端がダム湖につながっているため、同様な手法に
てサンルダムで整備を行うと、ダム下流側へ降河しにくく回遊魚が陸封化する可能性が高い
など課題がある。また、美利河ダムの場合は、サンルダムと同様にバイパス魚道を通して遡
上・降河魚がダム湖に直接入らないようにしているが、ダム下流河川の流況がサンルダムと
大きく異なることから、両ダムの調査結果をそのままサンルダムに適用するのは適切ではな
い。さらに、道内でも採用されている階段式魚道の隔壁構造として切り欠きを有する鉛直隔
壁を用いた場合、遊泳魚の遡上はある程度可能であるが、魚道の断面が矩形断面となってい
ると、スナヤツメやジュズカケハゼなどといった底生魚にとって比較的遡上が難しくなる。
また、隔壁から越流する流れが潜り込む位置が横断方向にほぼ同じで、潜り込む位置での水
深も横断方向に変化していないと、多量の気泡が潜り込んだ流れとなり、その流れが全体に
及ぶような状況になる。このことから、遡上する遊泳魚などの視界が気泡で遮られ、跳躍運
動に繋がりやすくなるため、連続した遡上行動がとりにくく休息が必要な環境となることが
考えられる。 
これらの課題を払拭するために、サンルダムが建設される場合には、ダム湖を通過しない

バイパス魚道とし、ダム上流部には、降河してきたサクラマスのスモルトを魚道へ誘導する
分水施設を設置し、ダム湖岸沿いにはダム堤体まで水路を配置する。また、ダム堤体から下
流河川までは階段式魚道を配置する。 
魚道を整備するにあたり、ダムにおける発電放水の流れに迷入させないため、発電放水路

末端を魚道下流端に揃え、かつ発電放水路へ迷入しない対策を施すこととした。また、美利
河ダムの分水施設と比べてサンルダムでは通常時および融雪洪水時の流量規模が大きく異な
り，魚道上流端の分水設備の規模及び魚道流入量とダム湖への放出量との分配比についても
異なるため、美利河ダムと同様な構造にはせず、新たな構造を提案している。さらに、ダム
堤体から魚道下流端までに設置される階段式魚道内の構造として、連続して遊泳遡上行動が
とれ、休息が最小限に済む環境が確保され、かつ水際の流れを緩くすることが可能なプール
式台形断面魚道を採用するものとする。これは、サンル川に生息する遊泳魚のみならず底生
魚にも配慮した魚道となる。 
 

 

 

図- 55 サンルダム魚道の概要
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２）施設完成後の効果の把握・検証
ダム本体完成後において魚道施設の効果を把握・検証するまでの措置として、スモルト降

下期の貯水位を低下させる運用（暫定水位運用）を行う。また、対策効果の評価結果を踏ま
え、必要に応じて施設の改善を図る。

図-63 暫定水位運用のイメージ図 

魚道施設の効果を検証した結果、必要な場合には追加対策等を行うものとし、恒久的対策
の効果が把握されれば、サンルダムは所定の目的のための通常の運用を行うこととなる。
なお、降海型サクラマスから陸封型サクラマスへの変化について、モニタリングを継続す

る必要がある。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

常時満水位

最低水位

降下対策期間
凡 例
貯水位

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

常時満水位

最低水位

降下対策期間
凡 例
貯水位
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6. まとめ 

専門家会議としては、これまで様々な議論を重ねて、4.「天塩川流域における魚類等の生息
環境」と、5.「天塩川流域における魚類の移動の連続性」に示したとおり、現時点において最
善と判断される取り組むべき施策や方向性についてとりまとめた。 
天塩川水系河川整備計画に基づき、天塩川流域における魚類等の生息環境の現状と課題を踏
まえ、魚類等の生息環境保全及び移動の連続性確保について、今後取り組むべき内容を以下に
提言する。 
 

・魚類等の生息環境の保全・改善及び魚類の移動の連続性確保にあたっては、流域全体として
現状よりも確実に改善するように努めること。特にサンルダム周辺の環境対策として、遊泳
魚や底生魚の遡上・降河の連続性を確保するという視点から、バイパス魚道を基本とし、迷
入防止対策、魚道内の遡上・降河の環境対策、河川と魚道との接続環境、分水施設の設置に
ついて詳細な検討を進めること。また、提案事項の内、調査が必要なものは現地調査を行う
こと。調査検討して課題となる点が判明した場合には改善方法を見出していくこと。また、
提案事項で建設前に十分な対策が取れない場合については、ダム完成後において提案当時の
検証調査を進め、改善が必要な場合にはその対策を図ること。なお、検討にあたっては引き
続き専門家会議の委員の指導を踏まえて進めること。 

・天塩川流域における河川横断工作物、濁水や流木等の発生が、河川環境や漁業に影響を及ぼ
してきた現状を踏まえて、旭川開発建設部及び留萌開発建設部が中心となり、流域の各関係
機関や住民と連携・調整を図り、魚類生息や魚場等の環境保全・改善に努めること。 

・サンル川を含む天塩川流域における魚類等の生息環境の保全・改善及び魚類の移動の連続性
確保の実施にあたっては、その効果をモニタリング調査により把握・検証し、必要に応じて
施設の改善を行うなど、これまでの専門家会議の議論を踏まえて更に専門家の意見を聞いて
詳細な検討を進めるとともに、順応的管理を図るように努めること。 

・専門家会議で議論された各種調査データや検討結果は、ホームページなどを通して情報の公
開・発信に努めるとともに、天塩川における取り組みが広く活用されるよう情報の提供に努
めること。 

・今後の魚類等の生息環境保全及び移動の連続性確保に向けて、流域の水循環や時間軸等を含
めた検討も視野に入れることにより、地球温暖化の課題も含め、天塩川流域での将来の農業、
林業及び漁業について考えるきっかけとなるよう期待する。 

 

当専門家会議は、以上の今後の取り組みにより天塩川流域の産業・生活をも含む、いわば「魚
類生息環境保全システム」が健全に機能しているかどうかをモニタリング結果をもとに評価を
行う。 
なお、この中間とりまとめを広く情報発信することにより、天塩川流域以外における魚類等
の連続性確保や生息環境の保全等について検討する際の参考となり、他の河川における河川環
境の向上に寄与することも期待するものである。 
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